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演
者
は
本
学
会
に
お
い
て
、
広
島
原
爆
投
下
に
あ
っ
て
、
広
島

市
の
代
表
的
病
院
に
つ
い
て
の
概
要
を
発
表
し
た
が
、
今
回
は
被

爆
五
十
九
年
を
迎
え
て
、
演
題
に
示
し
た
よ
う
な
主
題
で
発
表
す

る
も
の
で
あ
る
。
原
爆
救
護
活
動
に
関
し
て
の
記
録
は
数
千
部
に

の
ぼ
り
、
単
に
医
療
活
動
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
そ
の
救
護
活
動

は
医
療
機
関
の
全
滅
的
被
害
を
救
済
す
る
医
療
組
織
以
外
の
多
く

の
組
織
、
団
体
な
ど
の
献
身
的
な
参
加
活
動
は
決
し
て
充
分
に
は

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

被
爆
よ
り
半
世
紀
を
経
過
し
て
も
、
全
人
類
を
滅
亡
さ
せ
る
原

子
爆
弾
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
は
今
日
迄
、
生
々
し
い
情
報
を
伝

え
て
い
る
。

被
爆
後
世
紀
は
変
っ
た
と
し
て
も
、
被
爆
さ
れ
た
人
達
は
殆
ど

と
い
っ
て
よ
い
程
死
没
し
、
そ
の
災
害
を
知
る
人
達
は
稀
れ
と
な

37

広
島
原
爆
投
下
時
の
県
並
び
に
市
医
師

会
長
の
活
動
に
つ
い
て

江

川

義
雄

り
っ
鼻
あ
る
、
そ
れ
は
広
島
、
長
崎
な
ど
の
地
域
、
日
本
全
土
、

外
国
の
一
部
な
ど
に
共
通
す
る
事
で
、
被
爆
後
に
出
生
し
た
若
い

人
達
に
は
更
に
疎
遠
で
、
ど
こ
の
世
界
の
こ
と
か
と
い
う
認
識
不

足
が
必
然
的
に
波
及
し
、
不
感
症
化
し
つ
蚤
あ
る
、
そ
れ
ら
の
無

智
、
無
理
解
さ
が
反
覆
さ
れ
舅
ば
全
人
類
は
生
存
の
余
地
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

現
在
も
広
島
の
地
に
お
い
て
、
内
外
の
被
爆
者
並
び
に
そ
の
二

世
に
お
け
る
内
外
の
検
診
、
治
療
活
動
が
な
さ
れ
て
お
り
、
世
界

各
地
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
可
能
性
を
誘
発

さ
せ
る
条
件
を
有
し
て
い
る
、
不
幸
に
し
て
恐
る
可
き
人
為
的
な

障
害
に
対
し
て
、
而
も
殆
ど
不
知
で
あ
っ
た
国
民
や
医
師
達
が
、

ど
の
程
度
の
知
識
を
有
し
、
そ
の
災
禍
予
防
に
当
っ
て
い
た
か
を

医
師
会
組
織
の
代
表
者
を
と
り
上
げ
て
、
当
時
の
活
動
状
況
が
ど

う
で
あ
っ
た
か
、
被
爆
の
中
心
地
で
あ
っ
た
広
島
市
の
吉
田
寛
一

博
士
の
行
動
や
、
広
島
の
周
辺
部
も
包
括
し
て
医
師
達
の
指
導
責

任
者
と
し
て
の
広
島
県
医
師
会
長
、
大
原
博
夫
博
士
の
考
え
方
に

つ
き
言
及
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
態
に
対
応
す
る
教
訓
を
学
び
た
い

と
思
う
の
で
あ
る
。

最
初
に
広
島
市
医
師
会
長
、
吉
田
寛
一
博
士
の
履
歴
、
業
績
か
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ら
述
べ
て
ゆ
く
と
、
ス
ラ
イ
ド
の
示
す
吉
田
博
士
は
広
島
県
安
芸

郡
江
田
島
に
明
治
二
十
七
年
に
出
生
、
広
島
県
立
中
学
・
新
潟
医

専
、
長
崎
医
専
に
学
ば
れ
、
卒
業
後
は
法
医
、
精
神
科
、
血
清

学
、
内
科
学
を
学
ぶ
、
昭
和
六
年
六
月
広
島
市
で
内
科
、
神
経
科

病
院
を
開
設
、
地
御
前
に
分
院
を
建
て
る
。
昭
和
十
四
年
広
島
市

医
師
会
副
会
長
と
な
り
、
同
十
九
年
三
月
、
市
の
会
長
に
な
り
、

県
会
議
員
と
な
る
。
原
爆
被
爆
ま
で
僅
か
の
会
長
で
あ
っ
た
。
自

宅
で
被
爆
し
、
体
調
不
良
を
お
し
て
、
臨
時
広
島
市
病
院
院
長
と

し
て
被
爆
者
治
療
し
、
重
症
の
自
分
も
五
十
一
歳
で
病
没
す
る
。

広
島
市
々
長
も
殉
職
し
、
市
の
医
療
行
政
の
代
表
者
で
あ
っ
た
助

役
・
柴
田
重
暉
氏
も
重
症
で
あ
っ
て
、
吉
田
博
士
に
「
九
日
陸

軍
々
医
部
よ
り
、
太
田
川
上
流
可
部
町
附
近
に
赤
痢
患
者
が
発
生

し
た
の
で
、
市
で
も
伝
染
病
院
を
開
設
さ
れ
た
い
」
と
の
申
出
が

あ
っ
た
、
結
果
と
し
て
八
丁
堀
福
屋
百
貨
店
の
焼
ピ
ル
を
仮
病
院

に
あ
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
仮
病
院
長
と
な
っ
た
吉
田

博
士
は
彼
の
研
究
歴
と
観
察
力
か
ら
、
下
血
症
状
は
伝
染
病
由
来

の
も
の
で
な
い
と
し
、
医
師
と
し
て
症
状
は
赤
痢
と
し
て
病
死
扱

い
す
る
事
は
出
来
な
い
と
、
学
究
の
鋭
さ
を
と
き
、
犠
牲
的
救
護

活
動
は
助
役
を
深
く
感
動
さ
せ
た
秘
め
た
る
事
実
は
助
役
の
「
原

爆
の
実
相
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
、
医
師
の
面
目
躍
如
た
る
医
学

的
思
考
と
行
動
に
教
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

演
題
に
掲
げ
た
被
爆
下
の
県
医
師
会
長
・
大
原
博
士
に
つ
い
て

大
原
博
士
は
年
譜
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
若
く
か
ら
政
治
的
天

分
を
も
た
れ
、
広
島
県
知
事
と
な
ら
れ
勲
二
等
瑞
宝
章
を
下
賜
さ

れ
、
県
民
よ
り
慈
父
の
よ
う
に
慕
わ
れ
、
七
十
三
歳
で
死
亡
さ
れ

た
。

原
爆
被
害
に
関
し
た
業
績
と
し
て
は
、
大
戦
末
期
広
島
は
軍
事

地
・
基
地
と
し
て
全
滅
予
想
さ
れ
、
そ
の
被
害
の
防
止
の
為
、
都

市
の
疎
開
、
市
中
居
住
地
医
師
の
疎
開
を
推
進
し
た
医
人
で
あ
っ

た
。
そ
の
当
地
の
軍
事
・
政
治
圧
力
に
抗
す
る
こ
と
不
可
能
で
あ

っ
た
。
そ
の
被
害
を
最
小
に
抑
え
た
行
動
は
多
少
で
も
そ
の
勇
気

は
讃
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
江
川
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
）


